
　泥浮山の東、柳津町との境界に

「一
いっかんしみず

貫清水」があります。この清水には

次のような話が伝わっています。

　昔、何人かの旅人がのどの渇きに苦し

み、一貫の銭を出してでも水を飲みたい

と願ったところ、たちまち清水が湧き出

しました。旅人はその水でのどを潤し、

この銭を清水のあたりに置いていきまし

た。柳津に泊まった旅人からこの話を聞
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いた宿の奉公人が、この銭欲しさに清水に行き、手をかけようとした時、銭が蛇と化し、土の中へ

入っていきました。そのため、この清水は ｢一貫清水｣ と呼ばれるようになりました。

　なお、一貫清水のある道はその昔、越後街道でした。泥浮山の元肝煎（現伊藤光希家）が会津藩

に提出した書状「地誌書上」によると、太古の昔、野沢と尾野本の一部には「牛海」という大きな

水
みずうみ

海（湖）があり、尾
お と

登（今の尾登）、喉
のどじり

尻（今の野尻）、両又（今の四岐）、牛
うしのお

尾（今の牛尾）、

船
ふなつなぎさわ

繋沢（今の縄沢）には舟着き場がありました。若松城下に上る近道として、四岐の近くにある如
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法寺から舟で牛尾、縄沢に乗り付け、陸路で泥浮山と一貫清水を

過ぎ揚川（阿賀川）の渡し船に乗り、柳津を通り、若松城下に上

るとの記載があります。

　その後、「牛海」の水は銚子ノ口の地割れでなくなり、野沢本町・

原町などができ、やがて駅所になりました。慶長大地震で被害が

あった若松城の普請で大木材を運搬する際、一貫清水を通る泥浮

山→柳津ルートが難所のため、安座の肝煎二瓶七左衛門の考えで、

束松峠の道を開き大材木を運んだことから、この束松峠を通る

ルートが今日の「越後街道」となりました。

現在の一貫清水


